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『二十歳の集い』『二十歳の集い』
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令
和
８
年

令
和
８
年  

雄
武
町
「
二
十
歳
の
集
い
」

雄
武
町
「
二
十
歳
の
集
い
」

　
令
和
8
年
1
月
11
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

に
て
『
二
十
歳
の
集
い
』
が
挙
行
さ
れ
、
男
性
13
名
、

女
性
12
名
の
計
25
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
出
席
者
た

ち
は
、
ス
ー
ツ
や
華
や
か
な
振
袖
を
身
に
ま
と
い
、

旧
友
と
の
再
会
を
心
か
ら
喜
び
、
笑
顔
が
絶
え
な
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
西
埜
教
育
長
が
「
失
敗
や
挫
折
の
経
験
は
、

次
の
成
功
へ
の
糧
と
な
り
ま
す
。
自
分
自
身
の
信
念

を
大
切
に
し
、
他
者
と
の
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
豊

か
な
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
髙
橋
町
長
は
「
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に

進
ま
れ
よ
う
と
前
途
洋
々
の
未
来
が
開
け
て
い
ま
す
。

小
さ
く
固
ま
る
こ
と
な
く
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
夢
や
目
標
に
向

か
っ
て
邁
進
さ
れ
る
よ
う
祈
り
ま
す
」、
橋
詰
議
長
は

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
し
、
健
康
で
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
を
叶
え
、
充
実
し
た
未
来
を
歩
ん
で
い

く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
」
と
祝
福
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

　
来
賓
か
ら
の
お
祝
い
と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
、
二
十
歳
の
代
表
で
あ
る
石
橋
亜
美
さ
ん
は
「
私

た
ち
は
、
こ
の
二
十
歳
の
集
い
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
し
、
大
人
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
や
社
会
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
が
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

前
を
向
き
続
け
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」
と

二
十
歳
を
迎
え
た
決
意
を
力
強
く
述
べ
、
出
席
者
は

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
、
大
人
と
し
て
の
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

二
十
歳
の
夢

二
十
歳
の
夢

　
こ
の
度
、

　
こ
の
度
、
二
十
歳
を
迎
え
た
皆

二
十
歳
を
迎
え
た
皆

さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
夢
や
目
標
な

さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
夢
や
目
標
な

ど
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

ど
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

池田　萌音 さん

大澤　龍希 さん

鎌田　恭輔 さん

麻生　陸矢 さん

石橋　亜美 さん

片桐　茉優 さん

石井　大翔 さん

開米　心晴 さん

プログラマー
になる

たくさんの人に
幸せを与えられ
る人になる

慎ましく
生きる 健康に過ごす

親孝行をする！

親孝行をする七転八起

笑顔いっぱい
の毎日にする！
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栁谷　咲希 さん

中村　優志 さん

松永　悠輝 さん

出口　葉月 さん

和田　沙羅 さん

櫨山　栞 さん

竹田　純菜 さん

山㟢　歩来夢 さん

佐藤　雄大 さん

畔川　詩凛 さん

瀧澤　亮太 さん

佐藤　彩 さん

国井　翔 さん

千田　凌生 さん

小林　大也 さん

鎌田　柊弥 さん

佐野　実玲 さん

報恩謝徳の心を胸
に、人とのご縁を
大切に人生を歩ん
で参ります

宅建の資格
を取る

学校をいい
成績で卒業
する

自分磨きを
頑張る

健康で楽しく
過ごす！教師になる

海外に
行きたい

後悔しないよ
うに生きる！

夢を叶えて
家族孝行を
する！

やりたいこと
見つける

健康第一

楽しい食事を
届ける管理栄
養士になる

感謝を忘れな
い大人になる

親孝行お金持ち 一日一日を
大切に過ごす

親の夢を
叶えたい

二十歳を迎えた
皆さん！おめで
とうございます
ぷち！



67 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

第
6
期
雄
武
町
総
合
計
画
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
令
和
9
年
度
ま
で
の
10
カ
年
を
期
間
と
す

る
『
基
本
構
想
』
と
基
本
構
想
を
も
と
に
前
期

と
後
期
の
5
カ
年
ご
と
に
策
定
す
る
『
基
本
計

画
』、
基
本
計
画
推
進
に
向
け
た
事
業
を
定
め

る『
実
施
計
画
』、財
源
を
健
全
に
確
保
す
る『
財

政
計
画
』
の
4
層
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
6
期
雄
武
町
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画

ロ
ー
リ
ン
グ
（
　
　
）
を
実
施

見 

直 

し

作
　  

業

新
規
・
内
容
変
更
し
た
主
な
事
業

　
（
事
業
費
は
令
和
8
年
度
実
施
分
）

Ⅰ 
地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

Ⅱ 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

Ⅲ 

教
育
・
文
化
の
振
興
と
拠
点
づ
く
り

Ⅳ 

生
活
環
境
・
生
活
基
盤
の
充
実

Ⅴ 

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

変 

更
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
２
７
４
万
円

国
営
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
圃
場
の
大
区

画
化
が
図
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
（
働
き
手
）
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
営
農
活
動
の
省
力

化
を
図
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
（
自
動
操
舵

シ
ス
テ
ム
な
ど
）
の
導
入
に
向
け
、
情
報
通
信

環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
『
実
施
計
画
』
は
、
各
年
度
の
予

算
編
成
に
お
け
る
基
本
指
針
と
な
る
も
の
で
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
毎
年
度
、
ロ
ー
リ
ン
グ
（
見
直
し
作

業
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
本
年
度
の
ロ
ー
リ
ン
グ
に

よ
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
主
な
『
新
規
事
業
』

基本構想
期間　10 カ年

基本計画（前期・後期）
基本構想をもとに
5 カ年ごとに策定

実施計画（前期・後期）
基 本 計 画 推 進 に
向けた事業

財政計画（前期・後期）
健全な財源の確保

雄武町総合計画

　
見
直
し
後
の
『
後
期
実
施
計
画
書
』
に

登
載
さ
れ
た
す
べ
て
の
事
業
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
総
合
政
策
課
窓
口
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

問
総
合
政
策
課
政
策
調
整
係

お
よ
び
『
内
容
変
更
事
業
』
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
町
議
会
に
お
け

る
予
算
の
議
決
を
経
て
、
正
式
に
実
施
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
す
。

変 

更
農
業
集
落
施
設
等
設
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
１
０
０
万
円

中
雄
武
集
落
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
施
設

が
完
成
し
て
か
ら
約
40
年
が
経
過
し
て
お
り
、

経
年
劣
化
に
よ
る
屋
根
や
壁
の
損
傷
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
管
理
運
営
を
行
う
た

め
、
必
要
な
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

町
有
林
脱
炭
素
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

０
万
円

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
適
切
に
管
理

さ
れ
た
広
大
な
森
林
資
源
を
有
効
活
用
し
、
J

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
す
る
こ
と
で
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
J
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

売
却
益
に
よ
り
、
森
林
整
備
促
進
の
た
め
の
財

源
確
保
を
図
り
ま
す
。

雄
武
地
区
（
雄
武
漁
港
）

　
水
産
流
通
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
０
６
７
万
円

新 

規円
滑
な
漁
業
活
動
の
た
め
、
外
郭
施
設
の
整
備

に
よ
り
、
航
路
・
港
内
静
穏
度
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
航
路
・
泊
地
の
増
深
、
岸
壁
の
改

良
を
行
う
ほ
か
、
上
架
施
設
の
整
備
お
よ
び
レ
ー

ル
の
再
配
置
な
ど
を
行
い
、
船
揚
場
利
用
の
安

全
性
向
上
と
就
労
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

変 

更
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

６
６
７
２
万
円

変 

更
新
し
い
学
校
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
０
３
０
万
円

新 

規
道
路
・
河
川
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
７
０
０
万
円

変 

更
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 
８
４
２
３
万
円

新 

規
脱
炭
素
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
５
０
万
円

変 

更
体
育
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
０
８
４
万
円

新 

規
雄
武
高
等
学
校
『
地
域

　
み
ら
い
留
学
制
度
』
導
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
０
０
万
円

変 

更
医
療
機
器
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
６
７
７
万
円

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
や
設
備
に
つ

い
て
、
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
維
持
補
修
な
ど

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
照
明
の

L
E
D
化
整
備
と
特
殊
浴
槽
な
ど
の
更
新
を

行
い
ま
す
。

町
内
の
小
中
学
校
す
べ
て
に
お
い
て
老
朽
化

が
進
行
し
て
お
り
、
経
年
劣
化
に
よ
る
建
物
の

不
具
合
も
目
立
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将

来
的
な
校
舎
新
築
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

局
地
的
な
大
雪
や
大
雨
な
ど
の
異
常
気
象
に

対
し
、
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

町
民
な
ど
か
ら
の
要
望
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
、
除
雪
車
両
の
位
置
を
把
握
し
、
除
雪
作
業

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
お
試
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

係
る
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を
活
用
し
、
全
国
か
ら

地
域
の
活
性
化
に
意
欲
の
あ
る
人
材
を
呼
び
込

み
、
地
域
力
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
お
う
む
』
を
目
指
す

た
め
、
住
宅
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を

設
置
し
た
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
、
一
人
ひ
と

り
が
地
球
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
図
り
ま
す
。

農
村
広
場
（
野
球
場
）
に
つ
い
て
は
、
内
野

グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
の
土
が
飛
散
な
ど
に
よ
り
薄

く
な
り
、
利
用
者
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
た

め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
の
補
充
な
ど
を
行
い
、

適
切
な
施
設
管
理
に
努
め
ま
す
。

雄
武
町
の
出
生
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

町
内
か
ら
の
雄
武
高
等
学
校
へ
の
入
学
者
だ
け

で
は
一
定
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
地
域
み
ら
い
留
学

制
度
』
を
活
用
し
、
全
国
募
集
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
雄
武
高
等
学
校
の
存
続
を
図
り
ま
す
。

国
保
病
院
の
老
朽
化
し
た
医
療
機
器
な
ど
を

計
画
的
に
更
新
し
、
今
後
も
地
域
の
医
療
機
関

と
し
て
、
町
民
へ
の
安
心
安
全
な
医
療
提
供
体

制
を
維
持
・
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

変 

更
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令和7年分所得税確定申告　　　　令和7年分所得税確定申告　　　　
令和8年度町道民税等申告について令和8年度町道民税等申告について

　『令和 7 年分所得税確定申告』『令和 8 年度個人町道民税・国保税申告』の受付を下記のとお
り実施します。

 申告受付期間
　・沢木地区、幌内地区、魚田地区
　　2 月 16 日㈪～ 2 月 18 日㈬　9：30 ～ 12：00、13：00 ～ 15：00
　・町内全域
　　2 月 19 日㈭～ 3 月 13 日㈮　9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：00
　※土日祝日を除く

 会場
　沢木地区：沢木住民センターつどーれ　　　幌内地区：幌内歴史と生活の家
　魚田地区：音稲府地域住民センター　　　　町内全域：雄武町役場庁舎別館大会議室
　※詳しい日程、会場は 9 ページの受付日程表をご覧ください。
　※沢木地区、幌内地区、魚田地区の申告受付会場では、対象地区以外の方の申告を受け付ける
　　ことはできませんので、ご承知おきください。
　※都合により、対象地区の指定日に申告できない場合は、3 月 4 日以降に申告してください。

 申告対象となる収入・支出
　▼令和 7 年 1 月 1 日から 12 月 31 日に得た収入および支出（経費等や控除の対象となる支
　　出～国民年金保険料、　国保税、医療費など）が申告の対象となります。
　※医療費控除の領収書などが整理されていない場合は、申告に応じられませんので、必ず整理
　　のうえ、各会場へお越しください。

 雄武町の会場では受付できない申告（紋別税務署で申告してください）

　　紋別税務署による雄武町内での申告相談は実施されませんので、下記の高度な判断を要する
　所得税の確定申告は、紋別税務署で申告してください。
　・事業所得（農業・営業等）がある方　　　・不動産や株式の譲渡所得がある方
　・雑損控除の適用を受ける方　　　　　　　・在宅借入金等特別控除（初年度）の適用を受ける方
　・配当所得がある方　　　　　　　　　　　・その他、高度な判断を要する申告

《問い合わせ先》

役場財務政策課課税係（内線 213、214、216）
☎０１５８ ‐ ８４ ‐ ２１２１

紋別税務署（代表電話）
☎０１５８ ‐ ２３ ‐ ２１９１

《 確 定 申 告 受 付 日 程 表 》
月 火 水 木 金

2 月 16 日 2 月 17 日 2 月 18 日 2 月 19 日 2 月 20 日

会場 沢木住民センター
つどーれ

幌内歴史と
生活の家

音稲府地域
住民センター

庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

対象地区 沢木全域 幌内全域
音稲府

魚田
豊丘
青葉

栄丘
東浜町・旭町
錦町・栄町

中雄武
上雄武・共栄
新日の出町

2 月 23 日 2 月 24 日 2 月 25 日 2 月 26 日 2 月 27 日

会場 庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

対象地区
開生

日の出仲町
日の出北町

本町
宮下町
幸町

末広町一区 末広町二区

3 月 2 日 3 月 3 日 3 月 4 日 3 月 5 日 3 月 6 日

会場 庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

対象地区 潮見町
新町

緑町・港町
北浜町・曙

町内全域
※予約優先

町内全域
※予約優先

町内全域
※予約優先

3 月 9 日 3 月 10 日 3 月 11 日 3 月 12 日 3 月 13 日

会場 庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

庁舎別館
大会議室

対象地区 町内全域
※予約優先

町内全域
※予約優先

町内全域
※予約優先

町内全域
※予約優先

町内全域
※予約優先

※本年度から、事前予約制を試験導入します。詳細については、10 ページを参照してください。
※本年度から、所得税の納付方法が原則口座振替となりますので、口座情報がわかるもの（通帳
　やキャッシュカード）とお届け印を必ずご持参ください。
　なお、町では納付書の用意は行っていません。
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 申告が必要になる方
　▼給与の収入金額が 2,000 万円を超える方
　▼事業所得（農業・営業など）、不動産所得、配当所得、譲渡所得がある方
　▼給与所得者で給与以外の所得があった方や、2 か所以上から給与を受けている方
　▼給与所得者で年末調整を受けていない方
　▼年の途中で退職した後、就職しなかった方で年末調整を受けていない方
　▼地代・家賃などによる所得がある方
　▼生命保険の満期などの一時金があった方
　▼医療費控除や寄附金控除などを受けようとする方
　▼所得証明書や課税証明書が必要な方
　▼国民健康保険に加入されている方で収入がない方
　※年金のみを受給されている方でも住民税申告が必要となる場合がありますので、ご不明な方
　　は事前に財務政策課課税係までご相談ください。

 事前予約制の導入について（予約優先枠）
　　申告会場の混雑・待ち時間を緩和し、町民の利便性向上と事務の効率化を図るため、本年度
　から『事前予約制』を試験導入します。
　▼予約について
　　・令和 8 年 3 月 4 日から 3 月 13 日までの申告期間中、9 時から 15 時（12 時から 13 時
　　　を除く）までのうち 1 人 1 枠 30 分単位の時間枠を設け、受け付けます。
　　　※各日における最終予約枠は 14 時 30 分となります。
　　・予約した時刻の 5 分前にお越しください。　

▼予約方法
　　電話または財務政策課課税係窓口で受付
　　☎０１５８ ‐ ８４ ‐ ２１２１（内線 213、214、216）
　

▼留意点
　　・町申告相談会場では、受け付けることができない所得や控除を受けると見受けられる場合
　　　は、紋別税務署において申告されるようご案内する場合があります。
　　・医療費控除の明細書を作成されていない場合、申告に応じられません。
　　　※申告会場に記載台を設置しますので、ご自身で作成をお願いします。
　　・当日の状況によって、予約時間を過ぎてお待ちいただく場合があります。
　　

・予約がなくても受付は可能ですが、予約者を優先するため、ご了承願います。

 感染症対策について
　▼発熱などの症状のある方や体調がすぐれない方は、来場をご遠慮願います。

 申告に必要なものチェックリスト
必要なもの 注意事項

収
入
関
係

令和 7 年分給与所得の源泉徴収票 複数枚ある方は、すべてお持ちください。

令和 7 年分公的年金等の源泉徴収票 複数枚ある方は、すべてお持ちください。

事業に関する収入・経費がわかる書類 項目ごとに整理してお持ちください。

株や配当等の収入等がわかる書類

土地や建物の売買に関する書類

事業所得や不動産所得の収支内訳書

控
除
関
係

健康保険料等の領収書等
（国民・介護・後期高齢者医療保険料、社会保険の
任意継続保険料など）

令和 7 年 1 月 1 日から 12 月 31 日に支払ったものが
対象となります。

国民年金保険料等の領収書等

小規模企業共済等掛金の控除証明書等

生命保険料の控除明細書等

地震保険料の控除証明書等

寄附金の領収書や受領書等

医療費控除の明細書 必ず記入してください。
領収書は不要です。

障害者手帳や障害者控除対象者認定書

住宅借入金等特別控除の必要書類 初めて控除を受ける場合、以下の書類が必要です。

住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書（原本） 金融機関が発行するものです。

工事請負契約書（写し）・売買契約書（写し） 土地・家屋それぞれ必要となります。

登記事項証明書（原本） 土地・家屋それぞれ法務局で取得してください。

認定長期優良住宅建築証明書等（写し）

補助金等の額を証する書類（写し） 町の補助金等の交付決定通知書などです。

そ
の
他
必
要
な
も
の

その他の書類 収入・控除になり得る書類をお持ちください。

マイナンバーカードまたは通知カード
（その記載事項（氏名・住所など）に変更がない場合、
または正しく変更手続きが取られている場合に限
ります）

申告する都度、毎年必要となります。
扶養する方のカードも必要となります。

銀行口座がわかるもの・お届け印 申告者本人名義のものに限ります。

税務署から届いたハガキまたは納付書 届いている方は必ずお持ちください。

身分証明書 運転免許証やマイナンバーカードなどをお持ちくださ
い。
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地域貢献活動に対する感謝状の贈呈

農林水産大臣表彰 北海道統計功労者表彰

地域貢献活動に対する感謝状の贈呈

雄武町国際交流フェスティバル

環境整備に貢献

表彰状と感謝状を伝達

観光振興に貢献

日本文化を通じて交流

12/
4

12/
９

12/
4

12/
14

　この日、役場応接室において、網走市の南建設株式
会社に対し、感謝状の贈呈が行われました。南建設株
式会社による地域貢献活動の一環として、中山間雄武
活性化施設駐車場の区画線塗装が行われました。
　あたたかいご奉仕をありがとうございました。

　この日、役場応接室で『農林水産大臣表彰』と『北
海道知事表彰』の伝達式が行われ、髙橋町長から麻生
一男さんへ表彰状と感謝状が手渡されました。
　麻生さんは、『農林業センサス指導員』として、ま
た『北海道の所掌する各種統計調査』に多年にわたり
従事した功績が認められ、今回の表彰となりました。

　この日、役場応接室において、遠軽町の株式会社渡
辺組（代表取締役社長渡辺勇喜氏）に対し、感謝状の
贈呈が行われました。株式会社渡辺組による地域貢献
活動の一環として、ホテル日の出岬入口の歩道のイン
ターロッキング補修が行われました。
　あたたかいご奉仕をありがとうございました。
※インターロッキング補修とは　
　コンクリート等で作られているブロック（インターロッキ
ングブロック）を並べなおし、再舗装する作業

　この日、町民センターで『雄武町国際交流フェス
ティバル』が開催されました。この催しは、町内に在
住する外国人が日本文化を体験するとともに、町民と
の交流を深めることを目的に行われたもので、当日は
約80名が参加しました。会場では、各国の文化を紹
介する展示のほか、お琴や和太鼓、けん玉などを体験
できるコーナーが用意され、参加者は笑顔で交流を深
めていました。イベントの最後には、外国人カラオケ
コンテストが行われ、会場は大きな拍手と歓声に包ま
れ、大いに盛り上がりました。

↑（左から）松木俊広代表取締役社長、髙橋町長

↑（左から）麻生一男さん、髙橋町長

まちのできごと

↑（左から）森谷晴紀代表取締役専務、髙橋町長

↑和太鼓体験の様子

若草保育所クリスマス会

令和 8 年新年交礼会

雄武漁業協同組合から寄附

新春のつどい

メリークリスマス

新年の挨拶と交流

漁業振興のために

冬場の健康を願って

12/
17

1/
9

12/
24

1/
18

　若草保育所でクリスマス会が開催されました。会の
冒頭では、保育所職員の演奏に合わせ、年長組の園児
たちがキャンドルを手に入場。その後、クリスマスの
歌を歌い楽しんでいると、鈴の音とともにサンタク
ロースが登場し、園児たちからは大きな歓声が上がり
ました。一人ひとりにプレゼントが手渡されると、園
児たちは大喜び。さらに園庭では、幌延町から来たト
ナカイが引くソリに乗せてもらうなど、園児たちは一
足早いクリスマスを満喫していました。

　町内の自治会や産業経済団体、議会、町内外の行政
関係者が一堂に会し、交流を深める新春恒例行事『新
年交礼会』をホテル日の出岬で開催。会場では、出席
者同士が新年の挨拶を交わしながら親睦を深める中、
北オホーツク農業協同組合、雄武郵便局、稚内信用金
庫雄武支店などの代表者が、壇上で今年の抱負を述べ
られたほか、琴と尺八による生演奏も行われました。
最後に議会副議長の嶋村義文氏が挨拶し、万歳三唱で
交礼会を閉じました。

　この度、雄武漁業協同組合から町に対し、漁業振興
を目的として、5,000万円の寄附があり、同組合代表
理事組合長の長谷川一夫氏から髙橋町長に寄附目録が
手渡されました。
　また、この寄附に対し、髙橋町長から長谷川代表理
事組合長に感謝状の贈呈が行われました。
　いただいた寄附金につきましては、本町の漁業振興
のために活用させていただきます。　
　あたたかいご寄附をありがとうございました。

　この日、ホテル日の出岬で『新春のつどい』が開催
され、町民約20名が来場。高齢者などが外出や交流
の機会が減少しやすい冬でも、みんなで集まって楽し
く活動することを目指して開催しています。
　会では、山中整骨院の山中氏による運動教室から始
まり、文化連盟加盟団体によるステージ発表が行われ、
体験ブースでは、タッチパネルを使った脳年齢チェッ
クや特産品などの物販のほか、ホテル散歩ツアーなど
を楽しみました。

↑トナカイがソリを引く様子

↑新年交礼会の様子

↑（左から）長谷川一夫代表理事組合長、髙橋町長

↑運動教室の様子
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　雄武町国民健康保険病院に１月１日付けで磯部貴布医師が着任し、副院長に
就任しました。

磯
い そ べ

部　貴
た か の ぶ

布　副院長

【経歴】
（最終学歴）

平成 25 年　杏林大学医学部卒業
（主な職歴）

平成 25 年　杏林大学医学部付属病院
平成 27 年　順天堂大学医学部付属練馬病院【救急・集中治療科 医員】
平成 30 年　手稲渓仁会病院【循環器内科 医員】
令和 2 年　広域紋別病院【循環器内科 医長】
令和 4 年　広域紋別病院【循環器内科 診療部長】
令和 5 年　摩周厚生病院【循環器内科 主任医長】

【町民の皆さんへのメッセージ】
　私は北海道函館市で生まれ、大学から東京へ進学しました。大学を卒業後、順天堂大学医学部付属病院の
救急・集中治療科にて救急診療へ従事し、救急科専門医を取得いたしました。その後は、北海道へ戻り、札
幌市の手稲渓仁会病院の循環器内科で、循環器診療を行い、循環器専門医および総合内科専門医を取得いた
しました。
　心臓の道に進むか、救急の道に進むか、どちらかの道を決めなければならないとき、医師を目指したとき
の原点を思い出し、医師が少なく困っている地域医療への道を選びました。
　私は『患者さまのために安心・安全な医療』と『地域で完結する医療』の二つを目標にしています。もち
ろん他科の専門医による診療が必要なときは速やかに連携を行い、最適なタイミングで紹介させていただき
ます。まずは雄武町の皆さまに、心臓疾患・高血圧・糖尿病・脂質異常症の専門的な治療を提供させていた
だくよう精一杯努力いたしますので、よろしくお願いいたします。

【雄武町国民健康保険病院】
雄武町字雄武 1482 番地の 2
☎ 0158 ‐ 84 ‐ 2517
ホームページ
https://www.town.oumu.hokkaido.jp/iryo_
kenko_fukushi/omumachikokuhobyoin/
index.html

※診療日程の詳細は 27 ページに掲載

国保病院からのお知らせ
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情報ひろば情報ひろば   問い合わせ　役場 ☎ 0158 － 84 － 2121　健康推進課・地域福祉課 ☎ 0158 － 84 － 2023　
　　　　　　  地域包括支援センター ☎ 0158 － 84 － 4495　教育委員会 ☎ 0158 － 84 － 4240

◉日の出仲町町有住宅
間取 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 3LDK 昭和 60 年 2 40,000 円 不可（要相談）
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て

く
だ
さ
い
。

・
令
和
7
年
1
月
1
日
に
他
市
町
村
に
お

い
て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
方
は
、
当

該
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
市
町
村
民

税
課
税
証
明
書
、
所
得
証
明
書
な
ど
の

直
近
１
年
分
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

と
、
納
税
証
明
書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
町
営
住
宅
に
申
し
込
み
の
際
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

・
申
込
者
多
数
の
と
き
は
、
住
宅
困
窮
度

の
高
い
方
か
ら
入
居
決
定
し
、
困
窮
度

が
同
じ
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※
最
新
の
住
宅
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

�http
://w

w
w
.to
w
n.o
um
u.

hokkaido.jp/

※
住
宅
使
用
料
の
お
支
払
い
に
は
、
安
心

　
便
利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
入
居
者
が
町
営
住
宅
を
引
き
続
き
30
日

　
以
上
使
用
し
な
い
と
き
は
、
届
け
出
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。
正
当
な
事
由
に
よ

　
ら
な
い
で
30
日
以
上
町
営
住
宅
を
使
用

　
し
な
い
と
き
は
、
明
け
渡
し
を
求
め
る

　
こ
と
が
あ
り
え
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

　
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

新
規　
2
月
16
日
㈪

継
続　
随
時
受
付

◉町営住宅
団地名 間取 建築年度 戸数 家賃 単身

新規

旭日 3LDK 平成 5 年 1 22,400 円 ～ 51,600 円 不可（要相談）
新日の出 2LDK 平成 28 年 1 21,600 円 ～ 49,600 円 不可（要相談）
緑町 2LDK 平成 20 年 1 16,100 円 ～ 37,000 円 不可（要相談）
幌内 3LDK 昭和 51 年 1 7,800 円 ～ 18,000 円 可

継続

沢木 2LDK 平成 23 年 1 17,500 円 ～ 40,300 円 可
旭日 3LDK 平成 6 ～ 11 年 5 22,600 円 ～ 53,000 円 不可（要相談）
新日の出 1LDK 平成 28 年 1 16,100 円 ～ 37,100 円 可
宮下 3LDK 昭和 59 年 3 13,300 円 ～ 32,000 円 不可（要相談）
末広二区 3LDK 昭和 58 年 1 13,000 円 ～ 29,900 円 不可（要相談）
緑町 3LDK 平成 24 年 1 19,700 円 ～ 45,400 円 不可（要相談）
潮見 3LDK 昭和 61 年 1 16,000 円 ～ 36,900 円 不可（要相談）
魚田 3DK 昭和 52 年 1 8,500 円 ～ 19,700 円 可
魚田 3LDK 昭和 55 年 1 11,500 円 ～ 26,600 円 不可（要相談）
幌内 3LDK 昭和 59 年 1 12,400 円 ～ 28,500 円 可

◉サンライズビレッヂ
間取 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 1LDK 平成 5 ～ 6 年 6 30,000 円 専用
◉沢木町有住宅

間取 建築年度 戸数 家賃 単身
継続 3LDK 平成 14 年 1 34,400 円 不可（要相談）

◉幌内町有住宅
間取 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 3LDK 平成 3 年 1 19,000 円 可

※�

問
い
合
わ
せ
時
に
募
集
を
終
了
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
財
務
政
策
課
管
財
係
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小
型
充
電
式
電
池
（
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
等
）
の
拠
点
回
収
開
始
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金

に
つ
い
て

環
境
衛
生

　
火
災
の
防
止
な
ら
び
に
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
の
た
め
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

の
小
型
充
電
式
電
池
の
拠
点
回
収
を
開
始

し
ま
す
。
使
用
済
み
の
小
型
充
電
式
電
池

を
処
分
す
る
と
き
は
、
一
般
ご
み
に
入
れ

ず
に
役
場
庁
舎
ま
た
は
町
民
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
缶

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

回
収
対
象

　
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電

池
、
ニ
カ
ド
電
池

使
用
製
品
の
例

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
電
気
シ
ェ
ー
バ
ー
、

電
動
歯
ブ
ラ
シ
、
電
動
工
具
、
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
、
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
、

コ
ー
ド
レ
ス
掃
除
機
、
ハ
ン
デ
ィ
ク
リ
ー

ナ
ー
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
携

帯
ゲ
ー
ム
機
な
ど

※
個
人
情
報
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
事
前

　
に
デ
ー
タ
の
削
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
は
、
浄
化
槽
を

適
正
に
維
持
管
理
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。

　
雄
武
町
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
適

正
に
維
持
管
理
し
て
い
る
方
を
対
象
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

・
雄
武
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
住
宅
の  

回
収
方
法

①
機
器
か
ら
電
池
を
取
り
外
す
。

※
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
は
本
体
ご
と
回

　
収
（
分
解
し
な
い
）

※
機
器
と
一
体
に
な
っ
て
い
て
電
池
が
取

　
り
外
せ
な
い
も
の
（
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ

　
ッ
ト
な
ど
）
は
『
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ

　
ク
ス
』
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

②
金
属
の
端
子
部
分
に
ビ
ニ
ル
テ
ー
プ
を

　
貼
っ
て
絶
縁
処
理
す
る
。

③
回
収
拠
点
（
役
場
庁
舎
ま
た
は
町
民
セ

　
ン
タ
ー
）
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
缶

　
に
入
れ
る
。

※
ふ
く
ら
ん
で
い
た
り
、
破
損
し
て
い
る

　
も
の
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
缶
に

　
入
れ
ず
に
直
接
役
場
環
境
衛
生
係
窓
口

　
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
管
理
し
て
い
る
方

・
適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
方

　
（
保
守
点
検 

年
3
回
、
法
定
検
査
（
第

　
11
条
検
査
）
年
1
回
）

・
法
定
検
査
の
結
果
が
『
適
正
』
ま
た
は

　
『
お
お
む
ね
適
正
』
で
あ
っ
た
方

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

○
補
助
対
象
区
域

　
町
内
に
お
い
て
、
下
水
道
法
の
規
定
に

よ
る
認
可
を
受
け
た
区
域
以
外
の
区
域

※
市
街
地
区
お
よ
び
魚
田
地
区
（
一
部
を

　
除
く
）
は
補
助
対
象
区
域
外
で
す
。

○
補
助
金
額

　
法
定
検
査
料
お
よ
び
保
守
点
検
料
に
要

す
る
費
用
に
相
当
す
る
額
で
、
2
万
5
千

円
が
限
度
額
で
す
。

○
申
請
に
必
要
な
書
類

・
合
併
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金
交
付

　
申
請
書

・
補
助
事
業
実
績
報
告
書
兼
請
求
書

・
納
付
状
況
確
認
書

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

　
も
し
く
は
環
境
衛
生
係
窓
口
で
お
受
け

　
取
り
く
だ
さ
い
。

○
添
付
書
類

・
保
守
点
検
記
録
表
の
写
し
（
3
回
分
）

・
浄
化
槽
法
第
11
条
検
査
結
果
書
の
写
し

　
（
判
定
結
果
が『
不
適
正
』で
な
い
も
の
）

・
法
定
検
査
料
お
よ
び
保
守
点
検
料
の
領

　
収
書
ま
た
は
支
払
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

　
も
の
の
写
し

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

　この度、雄武漁業協同組合の前専務理事であ
ります稲船敏一氏が、『北海道産業貢献賞（優
良水産業協同組合等功労者）』を受賞されまし
た。
　稲船氏は、協同組合活動を通じ、水産業の振
興に尽力された功績に対して表彰されておりま
す。

税
　
金

　
令
和
7
年
度
分
の
町
道
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
最

終
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　
納
付
状
況
を
確
認
の
う
え
、
納
め
忘
れ

が
あ
る
場
合
は
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
一
度
に
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
担
当
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
大
変
便
利
な

口
座
振
替
制
度
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
し

ま
す
の
で
、
担
当
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
財
務
政
策
課
収
納
係

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

冬
の
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

社
会
福
祉

　
11
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お

り
、
高
齢
者
な
ど
の
冬
の
生
活
支
援
事
業

と
し
て
、
対
象
世
帯
に
１
万
５
千
円
分
の

助
成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
期
限
は
２
月
27
日
㈮
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い

　
民
生
児
童
委
員
と
は
、
地
域
に
お
い
て

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
援
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
努
め
る
人
た
ち
で
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
7
年
12
月
1
日
付
け
で

雄
武
町
民
生
児
童
委
員
の
紹
介
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方
は
、
お
早
め
に
申
請
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
対
象
世
帯

　
令
和
７
年
度
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

令
和
７
年
11
月
１
日
現
在
、
雄
武
町
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
・
福
祉
施
設

等
入
所
者
世
帯
・
医
療
機
関
入
院
世
帯
は

除
く
）

〇
70
歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世
帯

〇
障
害
者
手
帳
（
身
障
１
～
２
級
・
療
育

　
A
判
定
・
精
神
１
級
）
を
有
す
る
方

　
が
い
る
世
帯

〇
ひ
と
り
親
世
帯
（
誕
生
日
が
平
成
19
年

　
４
月
２
日
以
降
の
児
童
を
養
育
し
て
い

　
る
こ
と
）

▼
助
成
額

　
１
万
５
千
円
分
の
助
成
券（
千
円
×
15
枚
）

▼
助
成
券
使
用
可
能
品
目

　
灯
油
、
暖
房
器
具
、
冬
用
衣
料
な
ど

▼
申
請
期
限

　
２
月
27
日
㈮

▼
申
請
場
所

　
役
場
庁
舎
別
館 

地
域
福
祉
課
社
会
福
祉
係

▼
助
成
券
使
用
期
限

　
３
月
20
日
㈮

▼
そ
の
他

　
代
理
申
請
が
可
能
で
す
。

　
代
理
申
請
を
行
う
場
合
は
、
対
象
者
お

よ
び
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）を
持
参
願
い
ま
す
。

問
地
域
福
祉
課
社
会
福
祉
係

○民生委員・児童委員
住所 氏名 担当地区

新沢木 加賀美紀子 上沢木・新沢木
元沢木 川口　宣満 元沢木・栄丘
共栄 高橋　　昇 共栄・東中雄武・開生の一部

西中雄武 坂口　和彦 西中雄武・上雄武
東浜町 澤田佳一郎 旭町の一部・東浜町

新日の出町 中西　愛子 新日の出町の一部・日の出仲町の一部・旭町の一部
新日の出町 吉田津多子 新日の出町の一部・日の出仲町の一部・開生の一部
日の出北町 池　　慶二 日の出仲町の一部・日の出北町

栄町 瀧澤　繁樹 錦町・栄町
宮下町 中島　茉依 本町・宮下町

末広町一区 大井　葉子 幸町・末広町一区の一部・末広町二区の一部
末広町一区 豊田　和子 末広町一区の一部・新町の一部
末広町二区 小泉　純子 末広町二区の一部・新町の一部

北浜町 中村　光広 港町・北浜町・末広町二区の一部・魚田の一部
曙 永井　浩子 緑町・曙の一部

潮見町 松嶋恵美子 潮見町・曙の一部
青葉 村田　和則 豊丘・青葉・曙の一部
魚田 天間　明美 魚田の一部

幌内東町 髙野　圭子 音稲府・幌内全域

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
名
前
と
担
当
地
区
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
が
生
活
上
の
困
難
な
こ

と
や
悩
み
事
な
ど
、
問
題
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○主任児童委員
住所 氏名 担当地区

北浜町 四辻　裕二 町内全域
魚田 花松　邦恵 町内全域

問地域福祉課社会福祉係
↑（左から）髙橋町長、稲船敏一氏
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安
　
全

　
毎
年
、
道
内
各
地
に
お
い
て
、
沿
道
建

物
な
ど
か
ら
の
落
氷
雪
に
よ
る
死
傷
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
事
故

を
無
く
す
た
め
、
特
に
次
の
こ
と
に
注
意

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
落
氷
雪
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な

　
沿
道
建
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、
雪
止
め

　
を
設
置
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
す
で
に
雪
止
め
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

　
合
で
あ
っ
て
も
、
針
金
な
ど
の
錆
、
老

　
朽
化
な
ど
に
よ
る
破
損
が
原
因
で
落
氷

　

雪
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
た

　
め
、
必
ず
点
検
し
、
破
損
な
ど
が
発
見

　
さ
れ
た
際
に
は
、
早
急
に
修
繕
を
す
る

　
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
落
氷
雪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
早

　
め
に
除
雪
を
す
る
と
と
も
に
、
除
雪
は

　
必
ず
複
数
人
で
行
い
、
歩
行
者
や
付
近

　
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
な
ど
に
十
分
注

　
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ビ
ル
の
壁
、
窓
枠
、
突
出
看
板
な
ど
か

　
ら
の
落
氷
雪
は
、
少
量
で
も
危
険
で
あ

　
る
た
め
、
付
着
し
た
氷
雪
は
、
早
め
に

　
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋
根
か
ら

　
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
軒
下
や
道
路
で
は
、
絶
対
に
子
ど
も
を

　
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

落
氷
雪
事
故
防
止
に
つ
い
て

金き
ん
じ
が
ね

地
金
を
だ
ま
し
と
る
詐
欺
に
注
意

◆
落
氷
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に

　
負
傷
者
が
い
な
い
か
確
認
す
る
と
と
も

　
に
、
歩
行
者
の
通
行
の
支
障
に
な
ら
な

　
い
よ
う
に
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
交
通
事
故
お
よ
び
交
通
障
害
防
止
の
た

　
め
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や
敷
地
内
の

　
積
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

　
く
だ
さ
い
。

問
建
設
水
道
課
土
木
管
理
係

　
警
察
官
な
ど
を
名
乗
り
「
あ
な
た
に
金

融
詐
欺
の
逮
捕
状
が
出
て
い
る
」「
身
の

潔
白
を
証
明
す
る
に
は
資
産
の
提
出
が
必

要
」
な
ど
と
言
っ
て
金
地
金
（
金
塊
、
イ

ン
ゴ
ッ
ト
）
を
購
入
さ
せ
、
だ
ま
し
と
る

手
口
の
詐
欺
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
官
が
金
地
金
の
購
入
を
指
示
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電

話
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
場
合
は
、
最

寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
#
９
１
１
０
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０

人
　
事

1
月
１
日
付

▼
健
康
推
進
課
保
健
係　
　
佐
藤　
詩
織

（
新
規
採
用
者
）

▼
国
保
病
院
副
院
長　
　
　
磯
部　
貴
布

（
新
規
採
用
者
）

▼
国
保
病
院
検
査
技
師
長　
北
川　
昌
美

問総合政策課地域経営係

空き家・空き地  登録物件募集中！
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オーロラが見られなくても（近藤 史恵）
とどけチャイコフスキー（中山 七里）
失踪願望。（椎名 誠）
犯人に告ぐ（雫井 脩介）
メスを置け、外科医（中山 祐次郎）
老いて出番あり（千野 隆司）
ゆきげしき（諸田 玲子）
ウロボロスの環（小池 真理子）
高宮麻綾の退職願（城戸川 りょう）
成瀬は都を駆け抜ける（宮島 未奈）
Ⅰ（道尾 秀介）
なくなればいいのに。（穴沢 大輔）
神楽（神崎 宣武）
ちゃぶ台ぐるぐる（群 ようこ）

「謎に眠い」を解きほぐす（菅原 洋平）
箱根 2 区（佐藤 俊）　　　　　　　　　　ほか多数

橋のひみつ（マリサ）
おいものゆ（井上 よう子）
ネムとプン（古沢 たつお） 
月夜のチョッコラータ（小手鞠 るい）
マンガで読む偉人たちの恋文物語（阿部川 キネコ）
えっさほいさ（たなか ひかる）
くっつきました（内田 麟太郎）
こくとうぴょ～（高橋 久美子）
みょうが宿（川端 誠）
ぱ・ぴ・ぷペンタくん（柴田 ケイコ）
本当はスゴいばっちいもの研究所（坂井 建雄）
きみが知ってる恐竜のこと、ぜんぶまちがい！？

（ニック クランプトン）
放課後ミステリクラブ（知念 実希人）
あっしはもしもし湾にすむカメ次郎ともうします

（岩佐めぐみ）　　　　　　　　　　　　　ほか多数

今月の新着図書 Newly-imported books

図書館情報

ゆ～とぴあ  NEWS
『雑誌総選挙』の開催について
　令和８年４月からの購入雑誌を決定するため、雑誌の総選挙（アンケート）
を行います。皆さんの声をお聞かせください。　　　　
投票期間　2 月 7 日㈯ ～ 28 日㈯
結果発表　3 月 10 日㈫

『雄武町フォトコンテスト入賞作品』を展示中
　雄武町観光協会主催『2025 年雄武町フォトコンテスト』の入賞作品パネル
21 点を展示しています。この機会にぜひご覧ください。
展示期間　3 月 27 日㈮まで

雄武町図書館（雄武町末広町二区）
☎0158－84－2404
10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日、祝日）
休館日　月曜日、年末年始、
　　　　蔵書点検期間

ht tps : / /www.
t o w n . o u m u .
h o k k a i d o . j p /
kanko_bunka_
sports/toshokan/
index.html

図書館ホームページ

一般図書（      ）（      ） 児童図書（      ）（      ）

30 の短編小説
小説トリッパー編集部 / 編

朝井リョウ、伊坂幸太郎、江
國香織、小池真理子…。人気
作家 30 人による、「30」を
テーマにした短編集。お気に
入りの作家さんが見つかるは
ず。

おかしのいえけんせつがいしゃ
しんたにともこ / 絵

ようこそ、「おかしのいえけ
んせつがいしゃ」へ！
　あなたもきっと、かわいい
動物たちと一緒におかしのい
えが建てたくなるはず！
　どんないえにしようかな
…。

免除期間
　出産予定日または出産日が属する月の前月から 4 か月間
　（多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日の属する月の 3 か月前から 6 か月間）

　国民年金第 1 号被保険者が出産した際に、出産前後の一定期間の保険料が免除されます。

　厚生年金保険、国民年金などの老齢または退職を支給事由とする公的年金の源泉徴収票を紛失し
た場合は、年金事務所などで再交付申請ができます。
　窓口で申請する場合は、基礎年金番号が確認できる書類と本人確認書類が必要となりますのでご
用意ください。申請の受付後に日本年金機構に登録されている本人の住所へ送付されます。
　電話で申請する場合は、基礎年金番号および年金コードが必要となりますので年金手帳や年金証
書などをご用意ください。
　なお、電話による再交付の場合は、送付まで 2 週間程度かかりますので、お急ぎの方は北見年
金事務所へ直接ご相談ください。
　また、マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナポータルから『ねんきんネット』にログインし、
再交付申請を行うことで、電子送付による受け取りが便利です。

（雄武町役場窓口での再交付申請はできませんので、北見年金事務所窓口で再交付申請をしてくだ
さい）

問北見年金事務所国民年金課　☎０１５７ ‐ ２５ ‐ ８７０３（自動音声案内 2 → 2）
問ねんきん自動音声送付受付サービス　☎０５０ ‐ ３３１９ ‐ ３１５２

暮らしの

年金情報産前産後期間の国民年金保険料が免除されます

令和 7 年分公的年金等の源泉徴収票の再交付について

対象者
　国民年金第 1 号被保険者

届出方法
　届け出は、出産予定日の 6 か月前からできます。（出産後も届け出が可能です）
　住民登録をしている市区役所・町村役場に国民年金被保険者関係届書（申出書）を提出してくだ
さい。

　※出産とは、妊娠 85 日（4 か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます）

問住民生活課戸籍住民係
問北見年金事務所国民年金課　☎０１５７ ‐ ２５ ‐ ８７０３（自動音声案内 2 → 2）
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ホテル日の出岬からのお知らせ

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。
ぜひ、ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、
ご要望がありましたら、何なりとご連絡ください。

　　  オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎0158 ‐ 85 ‐ 2626

　レストラン「藍」のおすすめ（すべて税込み）

　おすすめスイーツメニュー（各種税込み 450 円）

　町民限定宿泊プランを販売しています　

麻婆ラーメン　 1,280 円 おろしそハンバーグプレート  1,380 円

雄武町家計応援券をご利用いただけます
宿泊、レストランでの飲食、売店商品の購入、入浴回数券の購入などにご利用いただけます。

販売期間　4 月 24 日㈮まで
町民限定宿泊プラン利用者特典
　レストラン藍をご利用されるお客さまは、全品
20％割引になります。

宿泊料（1 泊朝食付き）
対象者 金額（1 人あたり） 利用条件

町内の方 9,000 円 1 名での利用の場合
6,000 円 2 名以上での利用の場合

町外の方 7,000 円 町民と利用の場合

今回は、養育費の強制執行と法定
養育費制度についてお話しした

いと思います。
　裁判所で判決が出された場合や和解
が成立した場合に、相手が判決や和解
などで決まった金銭の支払いを行って
くれないことがあります。その場合に
判決などの実効性を確保するため、相
手の財産を差し押さえるなどの手続き
を行い、判決などの内容を実現するこ
とができます。これが強制執行です。
　養育費については、家庭裁判所にお
いて調停や審判によって、養育費の支
払い月額を決めることができます。そ
の内容が確定すると、当然その内容通
りの支払いをしてもらうことになりま
す。しかし、養育費の支払いがなされ
ないことがあります。
　支払いをしてくれない場合に、調停
調書や審判書は判決と同じ効力を持ち
ますので、これらをもとに強制執行の
手続きができます。
　養育費の強制執行は、子どもの養育
費のための費用であるという重要性か

ら特例が定められており、通常は行う
ことができない将来分の差押えを行う
ことができ、また給与について原則4
分の1までしかできない差押えが2
分の1まで可能とされています。
　養育費について家庭裁判所で取り決
めなどをしたのに支払ってくれない場
合には、ぜひとも強制執行を検討すべ
きです。
　なお、公証役場において執行受諾文
言付き公正証書により養育費の取り決
めをした場合も強制執行をすることが
できます。
　ところで、民法の改正により養育費
について定めをすることなく協議離婚
した場合、法定養育費を請求できる制
度が創設されました。
　この制度は、令和8年4月1日以
降（改正法施行後）に離婚する場合が
対象となります。
　法定養育費の金額は、『法務省令で
定められるところにより算定した額』
とされており、具体的な金額は定めら
れていません。

　しかし、令和7年11月に法定養育
費の額は、子ども一人月額2万円とす
ることが決められました。そのため、
養育費について定めをすることなく離
婚した場合には、当面月額2万円の養
育費を請求することができることにな
ります。
　ただ、この法定養育費の制度は、養
育費の取り決めの協議が整わない場合
や、そもそも協議ができないような場
合に、その取り決めを補充する趣旨で
定められたものです。そのため、協議
が整うなどまでのつなぎとして考える
のがよろしいと思います。
　養育費の強制執行や法定養育費のこ
となどの詳細につきましては、お近く
の弁護士などにご相談ください。

なるほど ! くらしの法律相談【 第 166 回 】

今月の担当

阿野  洋志  弁護士
オホーツク枝幸ひまわり基金法律事務所

子育て支援センターだより　　子育て支援センター（若草保育所内）　☎ 0158 ‐ 84 ‐ 4366

無料法律相談会　３月 3 日㈫　雄武町地域交流センター 2 階
（事前予約制）　予約受付：紋別ひまわり基金法律事務所　☎ 0158 ‐ 26 ‐ 2277
※今月の広報担当弁護士が、無料法律相談会を担当するとは限りません。

　最も寒さの厳しい季節ですが、いかがお過ごしでしょうか？感染症など体調管理が心配な時期ですが、お
天気の良い日には心の健康と身体の免疫力を高めるために外に出て、冬ならではの遊びを楽しむことをおす
すめします。冬道を散歩をするだけでもさまざまな発見があります。部屋を暖かくしてお待ちしていますの
で、寄り道がてら、子育て支援センターへ遊びに来てください。

令和 7 年度　保育所開放について
　家庭育児中の保護者とお子さんを対象に、保育所開放を実施します。この機会に保育所での遊び、集団生
活の雰囲気をお子さんと一緒に体験してみてはいかがでしょうか。どうぞお気軽にご参加ください。

開放日　2 月 5 日㈭・24 日㈫
時　間　9：45 ～ 10：50
場　所　認定こども園 雄武町若草保育所（新町）

◇申し込みが必要となりますので、子育て支援センターへご連絡ください。
◇親子ともに上靴を持参してください。
◇不明な点は、子育て支援センター職員まで問い合わせください。

鍋焼きうどん　　980 円

　スタッフ募集中
朝食レストランホール・清掃の各スタッフを募集しています。
未経験者歓迎、短時間勤務でもかまいません。（勤務時間要相談）
笑顔に自信があり、接客業が好き！という人は、ぜひともご連絡をお待ちしております！

　整体プータン　冬の特別出張整体　
営業日時　2 月 4 日㈬～ 5 日㈭　12 時～ 21 時
料　　金　整体・フットケア　30 分 3,300 円　
　　　　　　　　　　　　　　60 分 6,600 円
※事前に予約受付いたします。　整体プータン　伊藤ゆう子　☎ 090-6695-8080

生チョコタルトチョコロールケーキガトーショコラ
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国民健康保険に加入の方は
健診結果の提供をお願いします

　雄武町国民健康保険に加入され、令和 7 年 4 月 1 日以降に職場での健康診断を受けたり、人間ドッ
クなどで健康診断を受けられた方には、健診結果の提供をお願いしています。

健診結果を提出していただくメリットとして
　①健診結果を生活習慣病のリスクが色付きでわかる一覧表にまとめてお返しします。過去の健診結果
　　もあわせて提出いただくと、経年変化を一緒に確認することができます。
　②町の保健師・管理栄養士が健康相談を行っていますので、健診結果と生活の結びつきなどを一緒に
　　振り返り、生活習慣病の予防などに必要なことを考える機会としていただくことができます。
　③特定健診受診率や特定保健指導の実施率が高くなると、国からの交付金が増額されるため、国民健
　　康保険事業の安定した運営につながります。また、健康状態の維持・改善を図り、国民健康保険料
　　の上昇が抑制されることが期待できます。

《必要な検査項目》（今年度中に町の特定検診を受診された方は、結果の提供は不要です）
　身長、体重、腹囲、血圧、尿検査（蛋白、糖）、血液検査（中性脂肪、HDL コレステロール、LDL コ
　レステロール、AST、ALT、γ -GT、空腹時血糖または HbA1c）

帯状疱疹・高齢者肺炎球菌ワクチン接種のお知らせ
　町では、帯状疱疹および高齢者肺炎球菌ワクチンの接種費用を助成しています。対象の方には令和 7
年 4 月に個別案内を送付しています。接種を希望される方は、お早めに医療機関へご予約ください。

　帯状疱疹ワクチン接種
　　対象　65 歳以上の方など（助成は生涯 1 回のみ）
　　期限　令和 8 年 3 月 31 日まで
　　※令和 7 年度から費用の一部を助成しています。

　肺炎球菌ワクチンの接種
　　対象　満 65 歳の方など
　　期限　満 66 歳になる誕生日の前日まで

 ◉接種場所
　・雄武町国民健康保険病院　☎０１５８ ‐ ８４ ‐ ２５１７
　・山口クリニック　☎０１５８ ‐ ８４ ‐ ２７７６
　※上記以外での接種を希望される方は、事前に健康推進課保健係までご連絡ください。

問健康推進課保健係
☎０１５８ ‐ ８４ ‐ ２０２３

みんなの保健室

Everyone's infirmary

おおい
えな ちゃん

たかはし
まお ちゃん

Kidsわんぱくキッズ（若草保育所）～おおきくなったら～

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
さ
ん

自
衛
隊

　
中
学
校
の
I
C
T
支

援
員
と
し
て
雄
武
町
に

着
任
し
て
か
ら
、
ま
も

な
く
1
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
1
年
、
町
内
の
学
校
現
場
で
生

徒
た
ち
と
関
わ
る
中
で
、
私
が
最
も
強

く
感
じ
た
の
は
『
キ
ャ
リ
ア
教
育
』
の

重
要
性
で
す
。
町
内
で
は
職
業
体
験
な

ど
の
実
践
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
お
り
、
生
徒
た
ち
が
地
元
産
業
に
触

れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
非
常
に
素
晴
ら
し
く
、
地
域
の

教
育
力
の
高
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
将

来
を
考
え
る
と
、
短
期
的
な
体
験
に
と

ど
ま
ら
ず
、
進
路
や
生
き
方
と
継
続
的

に
向
き
合
う
機
会
が
必
要
で
す
。
た
だ

体
験
す
る
の
で
は
な
く
、「
な
ぜ
そ
の

仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
の
か
」「
将
来

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
の

か
」
と
い
っ
た
内
面
に
向
き
合
う
支
援

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Activity Report
地域おこし協力隊　～活動レポート～地域おこし協力隊　～活動レポート～

　
地
元
以
外
の
情
報
や
価
値
観
に
触

れ
る
こ
と
で
、
町
か
ら
若
者
が
離
れ

て
し
ま
う
こ
と
を
不
安
に
感
じ
る
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
そ
れ

は
む
し
ろ
大
き
な
可
能
性
で
す
。
た
と

え
ば
20
人
が
町
外
へ
出
て
も
、
1
人
が

『
10
の
経
験
・
人
脈
・
視
点
』
を
持
ち

帰
れ
ば
、
10
×
10
×
10
＝
1
0
0
0

倍
の
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は
掛

け
算
に
よ
る
指
数
的
な
発
想
で
あ
り
、

20
人
が
成
長
す
れ
ば
2
万
人
分
の
価

値
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
人
材
を
育
て
る
た
め
に

は
、
雄
武
町
と
い
う
枠
に
と
ど
ま
ら

ず
、
北
九
州
市
を
は
じ
め
全
国
各
地
、

そ
し
て
海
外
の
企
業
や
団
体
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
す
。
広
い
視
野
で
物
事

を
捉
え
ら
れ
る
若
者
を
育
て
る
こ
と

が
、
地
域
の
課
題
解
決
や
産
業
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
「
ど
こ
で
学
び
、
何
を
経

験
し
、
ど
の
よ
う
に
地
元
に
貢
献
す
る

か
」
を
主
体
的
に
考
え
、
行
動
で
き
る

人
材
に
育
っ
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
雄
武
町
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
残
り
の

任
期
の
中
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
全

力
で
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

曽
我
部
　
久
さ
ん

曽
我
部
　
久
さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

I
C
T

I
C
T
支
援
員

支
援
員

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー

を
順
番
に
担
当
し
て
い
ま
す
。お
楽
し
み
に
。

を
順
番
に
担
当
し
て
い
ま
す
。お
楽
し
み
に
。
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第 347 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」OUMU High School
7 日土 進研模試（２年生）

14 日土 数学検定
22 日日 日商簿記

OSB 定期演奏会
25 日水 １・２年フェスタ
27 日金 卒業式予行、同窓会入会式

◉音楽コンサート開催　12/17 ㈬
　２年生が音楽Ⅱの授業の成果を発表するクリスマ
スコンサートを行いました。木琴演奏、ピアノ、エ
レキギター、バンド演奏など、６グループによる
10 曲を披露しました。
　午後からは、恒例となっている３年生が音楽Ⅲの
卒業コンサートを行いました。３年間の授業の集大
成として、８グループが９曲を演奏しました。この
日に向けて、生徒一人ひとりが挑戦したい楽器を選
び、練習を重ねてきました。ギターやベース、ド
ラムといったバンド楽器のほ
か、ピアノやグロッケンなど、
さまざまな楽器を用いた演奏
が披露されました。最後はバ
ンドによるライブで、会場は
大いに盛り上がりました。
◉１年生職場体験成果発表会　12/18 ㈭
　職場体験でお世話になった事業所の方々をお招き
し、職場体験の内容や学んだことをまとめたスライ
ドをご参観いただきました。
　また、職場体験で学んだことを活かした発表と
して作成した、「雄武町マップ」と「サウンドロゴ」
を発表しました。地域や事業所の魅力を伝える工夫
が見られ、学習の成果を教科横断的に発信する機会
となりました。生徒たちは働くことへの理解を深め
るとともに、地域とのつながりの大切さを改めて実
感することができました。
◉高校生就職ガイダンス　1/21 ㈬
　キャリアコンサルタントの守屋様をお招きし、２
年生を対象にして、就職ガイダンスを実施しました。

ガイダンスでは、自己ＰＲ・志望理由書の書き方を
教わり、実際に志望理由書を書く活動を行いました。
　また、面接で印象を良くするための所作や話し方
などのスキルについて学びました。働くために必要
な技能や知識について学ぶ機会となり、今後の進路
活動に活かしてほしいと思います。
◉オホーツクフェア in チ・カ・ホ　1/14 ㈬、15 ㈭
　「オホーツクフェア inチ・カ・ホ」が札幌駅前通
地下広場（チ・カ・ホ）で開催されました。雄武町
のブースで本校の３年生２名がお手伝いをさせてい
ただき、雄武町の特産品はもちろん雄武高校生が開
発した「韃靼そばラーメン」と「ほたてせんべい」
の販売もすることができました。
　雄武町の魅力や雄武高校の
取り組みを町外のより多くの
方に知っていただく貴重な機
会となりました。お越しいた
だいた皆さまありがとうござ
いました。
◉ CPSV 講話　1/22㈭
　オホーツク教育局キャリアプランニングスーパー
バイザー（CPSV）の野島様を講師に迎え、卒業を
控えた３年生を対象に、「新社会人に求められてい
ること」や「早期退職者にならないために」につい
てお話をいただきました。
　講話では、新社会人に求められていることとして、
『コミュニケーション能力』『協調性』『基本的生活
習慣』の大切さについて学び、新しい世界に踏み出
すうえで貴重な学びとなりました。

オホーツク紋別空港ダイヤ 無料空港送迎バス時刻表

紋別バスターミナル発 11：45

紋別空港着 12：06

紋別空港発 12：35

紋別バスターミナル着 12：56
※運航時間についてはオホーツク紋別空港ホームページ
　（https://www.ok-m.jp/）などでご確認ください。

2
月
の
行
事
予
定

375便
　羽田発　10：35　→　紋別着　12：20

376便
　紋別発　13：05　→　羽田着　14：55

　☞ 官公庁への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

　☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

　☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-25-8703

　☞ 戸籍の窓口（12 月 12 日～ 1 月 26 日）※敬称略

　☞ 人口と世帯数（1 月 26 日現在）※住民基本台帳人口 開
催
場
所
　
◉
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
　
♡
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☆
風
の
子
児
童
セ
ン
タ
ー

２月 ７日㈯ ☆こども冬まつり前夜祭 18：00 ～

8 日㈰ ☆こども冬まつり 10：00 ～

９日㈪ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

12 日㈭ ☆けん玉検定 16：00 ～

13 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

14 日㈯ ☆ルンルンおかしつくり 9：30 ～

☆卓球教室 14：00 ～

16 日㈪ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

18 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

19 日㈭ ♡『はじめてのお誕生会』 10：00 ～

20 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

21 日㈯ ☆一輪車教室 10：00 ～

24 日㈫ ♡保育所開放  ９：30 ～

25 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

26 日㈭ ♡読み聞かせフムフムの会 11：00 ～

☆けん玉検定 16：00 ～

27 日㈮ ☆仲良し親子教室 10：30 ～

28 日㈯ ☆サッカー教室 14：00 ～

3 月 2 日㈪ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

4 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

6 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

人　口　　3,910 人（日本人 3,653 人、外国人 257 人）
　　　　　 （前月比　68 人減 / 前年比　92 人減）
　男　　　1,902 人（日本人 1,831 人、外国人 71 人）
　　　　　 （前月比 11 人減 / 前年比 27 人減）
　女　　　2,008 人（日本人 1,822 人、外国人 186 人）
　　　　　 （前月比 57 人減 / 前年比 65 人減）
世帯数　　2,161 戸（日本人 1,914 戸、外国人 247 戸）
　　　　　 （前月比 63 戸減 / 前年比 36 戸減）

　イベントカレンダー

◉お悔み申し上げます（死亡）
　舘山　フミ子　　82 歳（元沢木）
　泉　スヱ　　　　94 歳（元沢木）
　木村　義信　　　77 歳（開生）
　伊藤　弘　　　　79 歳（緑町）
　伊藤　弘　　　　82 歳（潮見町）
　髙宮　ゑみ子　　86 歳（東浜町）
　前田　ふさ子　　89 歳（幌内浜町）
　高山　歌子　　　98 歳（緑町）
　片岡　力　　　　72 歳（日の出北町）
　苫米地　絹代　　89 歳（潮見町）
　平沼　幸江　　　95 歳（幸町）

　☞ 寄附（12 月 15 日～ 1 月 21 日）※敬称略

◎社会福祉のために（社会福祉協議会へ）
　北海道新聞石井販売所　（新日の出町）

◎デイサービス利用者のために（社会福祉協議会へ）
　久保田　康資　（東浜町）
　前田　章一　　（幌内浜町）

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
　泉　忠雄　　　（元沢木）
　高宮　継一郎　（東浜町）
　伊藤　フミ子　（潮見町）
　前田　章一　　（幌内浜町）

行政相談所　　2 月 10 日㈫、3 月 10 日㈫
　　　　　　　13：30 ～ 15：30 役場町民ホール
行政相談委員　近江谷　春夫

◎診察の受付時間　 8：30 ～ 11：30
13：30 ～ 16：00

内 科

外 科

整形外科

消化器科

秀 毛 医 師 毎週木曜日は町内施設回診のため 14 時 15
分から不在となります。

大 野 医 師 毎週火曜日は往診のため 13 時から 2 時間
程度不在となることがあります。

磯 部 医 師 毎週木曜日午前は出張診療のため不在とな
ります。

※診療時間内であっても、検査対応医師は診療できない
　ことがあります。

小 児 科

毎週月曜日は 1 日診療（午前診療、午後予
防接種）となります。
23 日㈪は祝日のため休診となります。
13 日㈮、27 日㈮は午後の診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日 14 時からの診療となります。

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
　見立屋　湊

そ う た
太　（聡・彩／男／北浜町）

　☞ お詫びと訂正
広報 1 月号に誤りがありましたので訂正するとともに、
関係者の方々には深くお詫び申し上げます。
4 ページ　新年の誓い
　（正）三澤　恭佳さん　（栄丘）
　（誤）三澤　恭佳さん　（新日の出町）

２月 18 日㈬　　13：00 ～ 17：00　　紋別市民会館
　　19 日㈭　　 9：00 ～ 14：30　　　　 〃

2 月 17 日㈫　雄武町民センター
　 特定任意講習　　13：50 ～ 15：50
2 月 19 日㈭　雄武町民センター
　 優良運転者講習　13：00 ～ 13：30
 　一般運転者講習　13：50 ～ 14：50

防災行政無線が聞き取れなかった時は
０１５８－８４－２５２３

テレホンサービスで確認を！！
※通信料金がかかります
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❖編集後記
Editor's note

▼寒い日が続いていますが、朝の澄んだ空気に、
気持ちが少し引き締まることがあります。気がつ
けば、もう 2 月。新しい年が始まってから、あっ
という間に時間が過ぎているように感じます。忙
しい日々の中でも、ふとした瞬間に季節を感じな
がら、穏やかに過ごしていきたいものです。（舘田）

一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

昭和 46 年 3 月 19 日制定

　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい自然
を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、郷土愛
にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわせのため、 
一すこやかに、なごやかに、まめやかに一 励まし合い、
希望と自信をもって、生きがいのある生活につとめ、
たしかな未来につながる信条をかかげて、朝夕守りと
おすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）

IntroductionIntroduction
～　まちの人紹介　～

「
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
雄
武
町
の
教
育
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
教

育
委
員
の
皆
さ
ん
や
教
職
員
、
教
育
関
係
者

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

そ
う
語
る
の
は
、
1
月
か
ら
雄
武
町
の
教
育

長
に
就
任
し
た
西
埜
聡
明
教
育
長
で
す
。

　
平
成
10
年
度
よ
り
道
立
高
校
の
教
員
と
し

て
教
育
現
場
に
立
ち
、
平
成
26
年
度
か
ら
は

北
海
道
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
と
し
て
教

育
行
政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和
6
年

度
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
教
育
局
教
育
支
援
課
長

を
務
め
、
管
内
の
教
育
行
政
を
幅
広
く
支
え

て
き
た
経
験
を
持
ち
ま
す
。
昨
年
12
月
の
町

議
会
定
例
会
で
の
議
決
を
受
け
、
こ
の
た
び

雄
武
町
の
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
業
務
に
つ
い
て
は
「
教
育
委
員
会

事
務
局
で
回
付
さ
れ
る
文
書
の
決
裁
を
は
じ

め
、
校
長
会
議
な
ど
各
種
会
議
へ
出
席
し
て

い
ま
す
。
雄
武
町
の
教
育
の
現
状
や
課
題
を

把
握
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
や
統
計

資
料
な
ど
に
目
を
通
し
て
現
状
の
確
認
を
し

て
い
ま
す
」「
学
校
教
育
に
は
多
様
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国
や
北
海
道
の

教
育
施
策
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
改
善
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
子
ど

も
た
ち
に
質
の
高
い
教
育
機
会
を
保
障
し
、

未
来
を
担
う
資
質
・
能
力
を
は
ぐ
く
む
教
育

を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
『
こ
ど
も
ま
ん
な

か
』
の
理
念
を
大
切
に
し
、
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
現
在
の
教
育
環
境

に
つ
い
て
の
考
え
を
話
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
へ
「
教
育
行
政
は
、
教
育

委
員
会
や
学
校
だ
け
で
成
り
立
つ
も
の
で
は

な
く
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。児
童
生
徒
と
そ
の
保
護
者
、

関
係
機
関
や
企
業
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
ご
理
解
を
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

雄武町教育委員会教育長

西
に し の

埜  聡
としあき

明  さん


